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      学  園  の  沿  革      . 

文政１０年（1827年）東本願寺掛所（名古屋別院）に閲蔵長屋を創設 

  明治 ５年 講究所と改称 

９年 尾張小教校となる 

    １６年 尾張教校と改称 

    ２０年 大谷派普通学校と改称 

    ２７年 尾張中学寮となる 

    ２９年 真宗尾張中学と改称 

    ４１年 私立尾張中学校として文部省認可 

昭和１１年 瑞穂区高田町（現在地）に移転 

  ２３年 学制改革により新制高校となる 

      尾張高等学校設置許可 

  ２６年 学校法人尾張学園組織変更認可 

  ３０年 商業科設置 

  ３８年 洗心館（体育館兼講堂）竣工 

  ４０年 ＮＨＫ学園協力校となる 

４９年 本館（現管理部門及び 30教室）竣工 

    西館（旧本館）特別教室棟として改修 

５２年 正道館（武道館）竣工 

５３年 創立 150周年記念式典挙行 

５８年 東館竣工 

５９年 尾張高等学校を名古屋大谷高等学校と改称 

      豊田大谷分校開設 

  ６０年 名古屋大谷高等学校校地を名古屋別院より無償譲渡される 

６１年 豊田大谷高等学校開設 

  ６２年 豊田大谷高校 豊徳館（体育館兼講堂）竣工 

平成 ２年 成績管理コンピューターシステム導入 

５年 豊田大谷中学校開設 

      豊田大谷高等学校創立 10周年記念式典挙行 

   ９年 名古屋大谷高校校訓を「人と生まれ、人になる」に変更実施 

平成１１年 愛知新城大谷短期大学 社会福祉学科開設 

      名古屋大谷高校 男女共学制に移行及び福祉医療進学コース新設 

      創立 170周年記念式典挙行 

平成１６年 短期大学を愛知新城大谷大学短期大学部 介護福祉学科と名称変更 

      愛知新城大谷大学 社会福祉学部を開設 

平成１７年 豊田大谷中学校募集停止（平成 19年度より休校） 

平成２１年 愛知新城大谷大学・同短期大学部募集停止を届出 

  平成２３年 愛知新城大谷大学短期大学部の廃止の認可 

  平成２５年 豊田大谷中学校の廃止の認可 

        愛知新城大谷大学の廃止の認可 

  平成２６年 名古屋大谷高等学校総合体育館（洗心館）竣工 

  平成２７年 学園情報システム（教務・事務システム）刷新 

  平成２８年 名古屋大谷高等学校実習棟竣工 

  平成２９年 創立 190周年記念広告を中日新聞に掲載 

  平成３１年 豊田大谷高等学校創立 35周記念事業を実施 

 （令和元年） 

  令和 ３年 豊田大谷高等学校第二体育館竣工 



１ 学校法人の概要 

 

 学校法人尾張学園は、教育基本法及び学校教育法に従って、建学の精神である「宗祖親鸞聖人の

み教え」と「真宗の教義」に基づいた学校教育を行い、「いのちを大切にし、真実に生きる人間形成」

を目指しています。 

 この目的を達成するために設置された本学園の令和４年度における概要は、以下のとおりです。 

 

１． 設置する学校及び入学定員の状況               （令和 4 年 5月 1日現在） 

 

 

 

 

 

校  名 学  科 コース 
学則定員 

（令和 3年度） 

名古屋大谷高等学校 

普通科 

 

 

 

 

商業科 

特別進学コース 

特別選抜コース 

福祉医療進学コース 

文理進学コース 

 

 

 

 

 

４５０ 

 

 

９０ 

 

豊田大谷高等学校 普通科 

特別選抜コース 

人間福祉コース 

情報メディアコース 

文理コース 

生活文化コース 

２４０ 

合    計 

（収容定員合計） 
    ―  ― 

 

７８０  

（２，３４０） 



２．設置する学校の生徒数の推移                （令和 4 年 5月 1日現在） 

校 名 １年 ２年 ３年 合計 3年度 2年度 

名古屋校  ４７４  ４６１  ５６９   １,５０４  1,607  1,715 

豊 田 校   ３３３   ３２６   ２４１       ９００   893   775 

計   ８０７   ７８７   ８１０    ２,４０４  2,500  2,490 

 

３．設置する学校の教職員数の推移  

【令和 4年度】                     （令和 4年 5月 1日現在） 

 

【令和 3年度】                     （令和 3年 5月 1日現在） 

 

４．役員の概要 

令和 4年 4月 1 日～令和 5年 3月 31日  

【理  事】 １０名（理事定数 １０名） 

【監  事】 ２名（監事定数 ２名） 

【評 議 員】 ２１名（評議員定数 ２１名） 

 

校   名 
教 員 

専任・常勤 

事務･用務 

専任・常勤 

合 計 

専任・常勤 

名古屋大谷高等学校 ９２ ２２ １１４ 

豊田大谷高等学校 ５２ １１ ６３ 

法      人 ― ３ ３ 

合      計 １４４ ３６ １８０ 

校   名 
教 員 

専任・常勤 

事務･用務 

専任・常勤 

合 計 

専任・常勤 

名古屋大谷高等学校 ９２ ２１ １１３ 

豊田大谷高等学校 ５０ １１ ６１ 

法      人 ― ３ ３ 

合      計 １４２ ３５ １７７ 



２ 事業の概要 

１．各校の概要 

 

【建学の精神】 

宗祖 親鸞聖人のみ教えに基づき、いのちを大切にし、真実に生きる人間形成を目指す。 

 

（１）名古屋大谷高等学校 

   校 訓 「人と生まれ 人になる」 

   【教育方針およびめざす生徒像】 

    校訓「人と生まれ 人になる」のもと、建学の精神の具現化をはかり、「いの

ち」を大切にし、真実に生きる人間形成をめざして、以下の教育方針を掲げる。 

    ◆めざす学校像 

     ① 校訓の具現化～校訓に基づく校内外活動の実践～ 

     ② １９０年の宗門校としての特色ある学校 

     ③ いただいた「いのち」に気づく学校 

    ◆めざす生徒像 

① 社会性を身につけた生徒 

② ひとを思いやる心をもった生徒 

③ あいさつ(おはよう・こんにちは・ありがとう)がきちんと言える生徒 

    ◆めざす教職員 

     ① 指導の内実を高める～授業で勝負する！～(ワクワクする授業を実践する) 

     ② 生徒の笑顔をひきだす心遣い 

     ③ 建学の精神を自らのものとする 

     ④ 身なりを正し自らが率先し挨拶をする 

 

（２）豊田大谷高等学校 

   校 訓 「命尊し」 

    ◆めざす学校像 

     ① 社会人基礎力(前に踏み出す力・考え抜く力・チームで働く力)を育む学校 

② 自立性・主体性を引き出させる学校 

③ 保護者・地域に信頼され期待される学校 

    ◆中期目標 

     ①コースの特色を生かし、多様な進路選択に応え、進路希望を実現する 

     ②学力向上と学習習慣を身につけさせる 

     ③地域貢献・広報活動を通して本校の魅力を積極的に伝える 

    ◆育てたい生徒像 

     ① 落ち着いて自己を見つめることができる生徒 

     ② 相手の立場に立って考えることができる生徒 

     ③ 最後までやり抜く力を持つ生徒 

     ④ あいさつと返事ができる生徒 

     ⑤ 社会性・コミュニケーション力をもつ生徒 

     ⑥ 目的意識と判断力を持ち自分の言動に責任を持てる生徒 



    ◆めざす教職員像 

① 組織の一員として自覚をもった発言と行動ができる教職員 

② 生徒に学習させる指導ができる教師 

③ 生徒自身に気づかせる生徒指導ができる教師 

④ 生徒に寄り添い信頼関係を築く教師 



２．令和４年度 特別事業の概要 

 

 （１）学校施設設備整備事業 

   教育環境づくりを目的として以下の設備工事を行った。 

 

学園 ICT教育環境整備推進事業 

    ○液晶プロジェクター設置工事 

①実施時期  令和４年７月より令和４年８月 

②事業箇所  名古屋大谷高等学校・豊田大谷高等学校 

③予算科目  教育研究用機器備品・教育研究経費 

④財  源  私立高校学校等 ICT教育設備整備推進事業費補助金 

  学園資金 



（単位：千円）

科            目

( 1,021,425 ) ( 1,025,317 ) ( △ 3,892 )

( 39,726 ) ( 39,834 ) ( △ 108 )

( 111,804 ) ( 112,134 ) ( △ 330 )

( 1,114,527 ) ( 1,122,051 ) ( △ 7,524 )

( 200,000 ) ( 200,000 ) ( 0 )

( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

( 22,920 ) ( 22,751 ) ( 169 )

( 132,438 ) ( 141,283 ) ( △ 8,845 )

( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

( 167,960 ) ( 196,160 ) ( △ 28,200 )

( 235,463 ) ( 239,316 ) ( △ 3,853 )

( △ 292,502 ) ( △ 311,525 ) ( 19,023 )

( 980,033 ) ( 980,033 )

( 3,733,794 ) ( 3,767,354 ) ( △ 33,560 )

科            目

( 1,786,466 ) ( 1,786,437 ) ( 29 )

( 293,521 ) ( 287,411 ) ( 6,110 )

( 67,300 ) ( 59,206 ) ( 8,094 )

( 1,757 ) ( 1,757 ) ( 0 )

( 30,550 ) ( 30,550 ) ( 0 )

( 3,618 ) ( 0 ) ( 3,618 )

( 43,912 ) ( 43,838 ) ( 74 )

( 400,000 ) ( 300,561 ) ( 99,439 )

( 290,216 ) ( 266,734 ) ( 23,482 )

( 5,400 )
4,600 4,600

( △ 146,935 ) ( △ 150,369 ) ( 3,434 )

958,789 1,141,229 △ 182,440

( 3,733,794 ) ( 3,767,354 ) ( △ 33,560 )

資　金　収　支　計　算　書
令和　４年　４月　１日から

令和　５年　３月３１日まで

　1．資金収支計算書

予     算 決     算 差     異

学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入

手 数 料 収 入

補 助 金 収 入

資 産 売 却 収 入

寄 付 金 収 入

資 金 支 出 調 整 勘 定

翌 年 度 繰 越 支 払 資 金

支 出 の 部 合 計

そ の 他 の 支 出

付 随 事 業 ・ 収 益 事 業 収 入

受 取 利 息 ・ 配 当 金 収 入

雑 収 入

施 設 関 係 支 出

前 受 金 収 入

そ の 他 の 収 入

資 金 収 入 調 整 勘 定

前 年 度 繰 越 支 払 資 金

借 入 金 等 収 入

収 入 の 部 合 計

3　財務の概要

支   出   の   部

設 備 関 係 支 出

資 産 運 用 支 出

人 件 費 支 出

教 育 研 究 経 費 支 出

管 理 経 費 支 出

借 入 金 等 利 息 支 出

借 入 金 等 返 済 支 出

［ 予 備 費 ］

予     算 決     算 差     異

収   入   の   部



( 1,021,425 ) ( 1,025,317 ) ( △ 3,892 )

( 39,726 ) ( 39,834 ) ( △ 108 )

( 111,804 ) ( 112,581 ) ( △ 777 )

( 1,097,016 ) ( 1,104,540 ) ( △ 7,524 )

( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

( 132,440 ) ( 141,320 ) ( △ 8,880 )

( 2,402,411 ) ( 2,423,592 ) ( △ 21,181 )

( 1,786,466 ) ( 1,786,437 ) ( 29 )

( 481,521 ) ( 473,890 ) ( 7,631 )

( 73,320 ) ( 64,028 ) ( 9,292 )

( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

( 2,341,307 ) ( 2,324,355 ) ( 16,952 )

( 61,104 ) ( 99,237 ) ( △ 38,133 )

( 22,920 ) ( 22,751 ) ( 169 )

( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

( 22,920 ) ( 22,751 ) ( 169 )

( 1,757 ( 1,757 ) ( 0 )

( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

( 1,757 ) ( 1,757 ) ( 0 )

( 21,163 ) ( 20,994 ) ( 169 )

( 82,267 ) ( 120,231 ) ( △ 37,964 )

( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

( 17,976 ) ( 21,405 ) ( △ 3,429 )

( 17,976 ) ( 21,405 ) ( △ 3,429 )

( 180 ) ( 0 ) ( 180 )

( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

( 180 ) ( 0 ) ( 180 )

( 17,796 ) ( 21,405 ) ( △ 3,609 )

( 1,100 )
8,900 8,900

91,163 141,636 △ 50,473

△ 50,000 △ 74,503 △ 24,503

( 41,163 ) ( 67,133 ) ( △ 25,970 )

△ 2,923,344 △ 2,923,343 1

0 0 0

( △ 2,882,181 ) ( △ 2,856,210 ) ( △ 25,971 )

2,443,307 2,467,748 △ 24,441

2,352,144 2,326,112 26,032

（単位：千円）

翌 年 度 繰 越 収 支 差 額

事 業 活 動 収 入 計

（参考）

当 年 度 収 支 差 額

前 年 度 繰 越 収 支 差 額

基 本 金 取 崩 額

予     算 決     算 差     異

予     算 決     算 差     異

経 常 収 支 差 額

教
育
活
動
外
収
支

教 育 活 動 外 支 出 計

事 業 活 動 支 出 計

基 本 金 組 入 額

事
業
活
動
支
出
の
部

基 本 金 組 入 前 当 年 度 収 支 差 額

特 別 収 支 差 額

特
別
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科            目

科            目

特 別 収 入 計

資 産 処 分 差 額

そ の 他 の 特 別 支 出

特 別 支 出 計

資 産 売 却 差 額

そ の 他 の 特 別 収 入

差     異

科            目 予     算 決     算 差     異

そ の 他 の 教 育 活 動 外 収 入

教 育 活 動 外 収 入 計

　2.事業活動収支計算書

事　業　活　動　収　支　計　算　書
令和　４年　４月　１日から

令和　５年　３月31日まで

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

付 随 事 業 収 入

雑 収 入

教 育 活 動 収 入 計

人 件 費

予     算 差     異

予     算科            目 決     算 差     異

科            目

学 生 生 徒 等 納 付 金

手 数 料

寄 付 金

経 常 費 等 補 助 金

［ 予 備 費 ］

教 育 活 動 外 収 支 差 額

教 育 活 動 収 支 差 額

決     算

教 育 研 究 経 費

管 理 経 費

徴 収 不 能 額 等

教 育 活 動 支 出 計

受 取 利 息 ・ 配 当 金

科            目事
業
活
動
収
入
の
部
事
業
活
動
支
出
の
部

予     算 決     算

借 入 金 等 利 息

そ の 他 の 教 育 活 動 外 支 出



（単位：千円）

（ ） （ ） （ △ ）

（ ） （ ） （ △ ）

△

△

△

△

（ ） （ ） （ ）

（ ） （ ） （ △ ）

（ ） （ ） （ ）

△

（ ） （ ） （ ）

（ ） （ ） （ △ ）

△

( ) ( ) （ △ ）

△

△

( ) ( ) （ △ ）

（ ） （ ） ( )

（ △ ） （ △ ） （ ）

△ △

( ) ( ) （ ）

( ) ( ) （ ）

.

73,818 561第 3 号 基 本 金

純 資 産 の 部 合 計 11,923,372 11,781,736 141,636

負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計 12,662,242 12,561,504 100,738

繰 越 収 支 差 額 2,856,210 2,923,343 67,133

2,856,210 2,923,343 67,133翌 年 度 繰 越 収 支 差 額

流 動 負 債 433,370

第 4 号 基 本 金

負 債 の 部 合 計 738,870 779,768 40,898

14,547,203 14,473,261 73,942

基 本 金 14,779,582 14,705,079 74,503

第 1 号 基 本 金

科            目 本  年  度  末 前  年  度  末 増         減

純資産の部

158,000 158,000 0

74,379

前 受 金 196,160 169,120 27,040

預 り 金 56,482 63,147 6,665

短 期 借 入 金 30,550 30,550 0

未 払 金 150,178 180,901 30,723

143,262

443,718 10,348

資 産 の 部 合 計 12,662,242 12,561,504 100,738

固 定 負 債 305,500 336,050 30,550

科            目 本  年  度  末 前  年  度  末 増         減

そ の 他 の 流 動 資 産 144,919 162,853 17,934

負債の部

長 期 借 入 金 305,500 336,050 30,550

特 定 資 産 2,274,379 2,173,818 100,561

管 理 用 機 器 備 品 10,834 10,974 140

図 書 64,097 62,719 1,378

6,477,893 6,477,893 0

建 物 2,182,546 2,327,557 145,011

建 設 仮 勘 定 0 0 0

車 輌 88 226 138

　3.貸借対照表

貸　　　借　　　対　　　照　　　表

科            目 本  年  度  末 前  年  度  末 増         減

資産の部

固 定 資 産 11,376,094 11,418,618 42,524

令和　５年　３月３１日

有 形 固 定 資 産 8,915,673 9,058,510 142,837

構 築 物 83,038 100,973 17,935

現 金 預 金 1,141,229 980,033 161,196

そ の 他 の 固 定 資 産 186,042 186,290 248

流 動 資 産 1,286,148 1,142,886

教 育 研 究 用 機 器 備 品 97,177 78,168 19,009

土 地
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財　　産　　目　　録

（令和５年３月３１日現在）

短 期 借 入 金（イ）

正 味 財 産

長 期 借 入 金（イ）

（ニ） 未 収 入 金 142,405

（ホ） 前 払 金 2,514

（ロ） 有 価 証 券 183,310

（ハ） 特 定 資 産 2,274,379

51,090 冊

（イ） 預 貯 金 ・ 現 金 1,141,229

（ヘ） 2,820そ の 他

(2) 運 用 財 産 3,743,837

（イ） 土 地 6,477,893

（ハ） 未 払 金 150,178

（ニ） 預 り 金 56,482

32,793.40 平方メートル

94,098.00 平方メートル

（ロ） 前 受 金 196,160

(1) 基 本 財 産 8,918,405

(2) 流 動 負 債 433,370

(1) 固 定 負 債 305,500

2,182,546（ロ） 建 物

30,550

4.財産目録

資 産 総 額 12,662,242

(二) 負 債 738,870

基 本 財 産 8,918,405

負 債 総 額 738,870

(一) 資 産

（ハ）

運 用 財 産 3,743,837

305,500

11,923,372

構 築 物 83,038

図 書

機 器 備 品（ニ） 108,011

8,631 点

（ホ） 64,097


